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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月8日(2020.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メルトブロー層と、該メルトブロー層の片面又は両面に積層されたスパンボンド層とを
有する積層不織布であって、
　前記メルトブロー層を構成する繊維は、繊維径が１μｍ未満であり、
　前記メルトブロー層は、エンボス部を除く領域における最小厚みｔｍｉｎに対する最大
厚みｔｍａｘの比であるｔｍａｘ／ｔｍｉｎが２超である、吸収性物品用積層不織布。
【請求項２】
　前記積層不織布の充填率が７．７％超である、請求項１に記載の吸収性物品用積層不織
布。
【請求項３】
　前記スパンボンド層を構成する繊維は、該繊維の横断面における繊維アスペクト比が１
．２超である、請求項１又は２に記載の吸収性物品用積層不織布。
【請求項４】
　前記積層不織布の充填率が３５％以下である、請求項１～３の何れか１項に記載の吸収
性物品用積層不織布。
【請求項５】
　前記スパンボンド層を構成する繊維のうち、該繊維の横断面における長軸の方が短軸よ
り前記積層不織布の平面と平行な方向に近い繊維の割合が、７５％以上１００％以下であ
る、請求項１～４の何れか１項に記載の吸収性物品用積層不織布。
【請求項６】
　前記メルトブロー層の充填率が４．１％超である、請求項１～５の何れか１項に記載の
吸収性物品用積層不織布。
【請求項７】
　前記スパンボンド層を構成する繊維は、繊維径が３５μｍ以下である、請求項１～６の
何れか１項に記載の吸収性物品用積層不織布。
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【請求項８】
　前記積層不織布の耐水圧が１６００ｍｍＡｑ．以上である、請求項１～７の何れか１項
に記載の吸収性物品用積層不織布。
【請求項９】
　肌対向面側と非肌対向面側を有し、
　表面材と、該表面材の非肌対向面側に配された吸収体とを備え、
　前記吸収体における非肌対向面側に、請求項１～８の何れか１項に記載の吸収性物品用
積層不織布が配されており、
　前記積層不織布は、前記スパンボンド層を非肌対向面側に向けて配されている、吸収性
物品。
【請求項１０】
　スパンボンド法によりスパンボンド層を形成する工程と、メルトブロー法によりメルト
ブロー層を形成する工程とを含み、該メルトブロー層と該メルトブロー層の片面又は両面
に積層されたスパンボンド層とを有する積層体を製造する工程と、
　前記積層体にエンボス加工を施すエンボス工程と、
　前記積層体にカレンダー加工を施すカレンダー工程とを有し、
　前記カレンダー工程において、線圧２Ｎ／ｍｍ以上でカレンダー加工を行う、吸収性物
品用積層不織布の製造方法。
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